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守岡ひとし議員 介護保険制度の改善を提案 ３月定例会
①
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
・利
用
料
の

減
免
制
度
の
創
設
が
必
要
で
す

　
　

上
山
市
の
介
護
保
険
料
は
基
準
額
（
市
民
税
非
課
税
者
）

で
月
額
６
，
０
８
０
円
（
年
額
７
２
，
９
６
０
円
）
と
制
度

発
足
時
の
２
倍
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
利
用
料
負
担
も
原
則
１
割
だ
っ
た

も
の
が
、
２
割
・
３
割
に
な
る
人
も
い
て

特
別
擁
護
老
人
ホ
ー
ム
は
多
床
室
で
約
10

万
円
、
個
室
で
14
万
円
と
高
額
で
、
社
会

福
祉
法
人
減
免
を
利
用
し
た
場
合
で
も
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
な
い
限
り
、
所
得

の
低
い
人
は
入
り
に
く
い
状
況
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
の
方
で
は
「
公
費
投

入
に
よ
る
低
所
得
者
の
保
険
料
減
免
」
が

初
め
て
法
制
化
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上

山
市
の
介
護
保
険
財
政
に
は
４
億
円
の
準

備
基
金
が
積
み
増
し
さ
れ
て
お
り
、
保
険

料
や
利
用
料
減
免
の
財
源
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
減
免
制
度
の

創
設
を
提
案
し
ま
し
た
。

②
特
養
入
所
者
が
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
た
際
の
居
住
費
差
額
の
補
助
を

　

東
京
江
戸
川
区
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者
解

消
対
策
事
業
を
定
め
、
特
養
待
機
者
が
や
む
な
く
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
場
合
、
そ
の
居
住
費
の
差
額
の
２
分
の

１
（
月
額
上
限
７
万
円
）
を
区
で
補
助
し
て
い
ま
す
。
上
山

市
に
は
約
80
人
の
特
養
待
機
者
が
い
ま
す
が
、
老
人
ホ
ー
ム

で
は
比
較
的
余
裕
の
あ
る
入
所
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
川
区
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て

特
養
待
機
者
の
解
消
を
図
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

③
夜
間
巡
回
ヘ
ル
パ
ー

　
　
　
　
　
　

派
遣
事
業
の
実
施
を

　

ひ
と
り
暮
ら
し
や
老
々
世
帯
の
方
が
、
夜
中
や
明
け
方
に

ベ
ッ
ド
か
ら
転
げ
落
ち
、
転
倒
を
繰
り
返
す
事
例
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
人
た
ち
か
ら
、
夜
間
巡
回
ヘ
ル
パ

ー
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
山
形
の
事

業
所
か
ら
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
採
算
が
と
れ

な
い
こ
と
か
ら
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
に
は
、
中
山

間
地
域
等
に
お
け
る
小
規

模
事
業
所
加
算
と
い
う
制

度
が
あ
り
、
本
市
で
も
活

用
で
き
る
も
の
で
す
。
こ

う
し
た
制
度
も
利
用
し
て

夜
間
巡
回
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
「
現
時
点
で
支
援
す
る
考
え
は
な
い
が
、
ニ
ー
ズ

把
握
に
努
め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。

④
介
護
従
事
者
の
確
保
・育
成
を
提
案

　

本
市
に
お
い
て
も
介

護
者
の
高
齢
化
が
進
み

60
代
が
34
・
４
％
と
最

も
多
く
、
次
い
で
50
代

が
21
・
５
％
、
80
歳
以

上
17
・
９
％
で
、
20
代

は
わ
ず
か
０
・
４
％
、

30
代
は
０
・
６
％
、
40

代
で
も
５
・
３
％
に
す

ぎ
ま
せ
ん
。

　

介
護
従
事
者
の
確
保

と
養
成
を
進
め
る
た
め

に
、
①
介
護
に
関
す
る

入
門
的
研
修
と
マ
ッ
チ

ン
グ
の
実
施
、
②
正
規

雇
用
者
に
対
す
る
奨
励

金
や
報
奨
金
の
支
給
、

③
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
介
護
保
険
料
の
軽
減
、

④
外
国
人
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
広
域
事
業
の
創
設
な
ど
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
今
後
も
介
護
人
材
の
確
保

を
事
業
所
だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、
課
題

に
即
し
た
支
援
策
を
講
じ
て
い
く
」
、

「
外
国
人
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
広

域
事
業
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
広
域
的

な
取
組
と
し
て
県
が
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
有
効
に
活
用
し
て
い
く
」
と
答

え
ま
し
た
。

上山市の介護保険料(基準額）

月額6,080円　年額72,960円
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上山市介護者の年齢（％）稲城市の介護支援ボランティア制度

◎高齢者の地域貢献を支援するとともに、高齢者の

　社会参加活動を通した介護予防を推進することを

　目的にしています。

◎高齢者の介護支援ボランティア活動実績を評価し

　た上で評価ポイントを付与し、実質的に介護保険

　料負担を軽減するというものです。（年度内で最

　大5,000円）

◎本市にも「かみのやま健康ポイント事業」として

　本人の介護予防と社会参加・社会貢献につなげて

　いる事業があります。


